
府

令

別
紙
様
式
第
一
号
第
５
及
び
第
６
（
記
載
上
の
注
意
を
除
く
。）を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
５
法
第
４
条
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
状
況
（
別
表
１
及
び
別
表
２
）

（
別
表
１
）
貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権
の
額

〔
債
務
者
が
中
小
企
業
者
で
あ
る
場
合
〕

（
単
位
：
百
万
円
）

平成2
1
年1
2
月末

平成2
2
年３月末

平成2
2
年６月末

平成2
2
年９月末

平成2
2
年1
2
月末

平成2
3
年３月末

平成2
3
年６月末

平成2
3
年９月末

平成2
3
年1
2
月末

平成2
4
年３月末

貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権

の
額

う
ち
、
実
行
に
係
る
貸
付
債
権
の
額

う
ち
、
謝
絶
に
係
る
貸
付
債
権
の
額

う
ち
、
審
査
中
の
貸
付
債
権
の
額

う
ち
、
取
下
げ
に
係
る
貸
付
債
権
の
額

う
ち
、
信
用
保
証
協
会
等
に
よ
る
債
務
の
保
証
を
受

け
て
い
た
貸
付
債
権
の
う
ち
実
行
に
係
る
貸
付
債
権

の
額

う
ち
、
信
用
保
証
協
会
等
に
よ
る
債
務
の
保
証
を
受

け
て
い
た
貸
付
債
権
の
う
ち
謝
絶
に
係
る
貸
付
債
権

の
額

（
別
表
２
）
貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権
の
数

〔
債
務
者
が
中
小
企
業
者
で
あ
る
場
合
〕

（
単
位
：
件
）

平成2
1
年1
2
月末

平成2
2
年３月末

平成2
2
年６月末

平成2
2
年９月末

平成2
2
年1
2
月末

平成2
3
年３月末

平成2
3
年６月末

平成2
3
年９月末

平成2
3
年1
2
月末

平成2
4
年３月末

貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権

の
数

う
ち
、
実
行
に
係
る
貸
付
債
権
の
数

う
ち
、
謝
絶
に
係
る
貸
付
債
権
の
数

う
ち
、
審
査
中
の
貸
付
債
権
の
数

う
ち
、
取
下
げ
に
係
る
貸
付
債
権
の
数

う
ち
、
信
用
保
証
協
会
等
に
よ
る
債
務
の
保
証
を
受

け
て
い
た
貸
付
債
権
の
う
ち
実
行
に
係
る
貸
付
債
権

の
数

う
ち
、
信
用
保
証
協
会
等
に
よ
る
債
務
の
保
証
を
受

け
て
い
た
貸
付
債
権
の
う
ち
謝
絶
に
係
る
貸
付
債
権

の
数

第
６
法
第
５
条
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
状
況
（
別
表
３
及
び
別
表
４
）

（
別
表
３
）
貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権
の
額

〔
債
務
者
が
住
宅
資
金
借
入
者
で
あ
る
場
合
〕

（
単
位
：
百
万
円
）

平成2
1
年1
2
月末

平成2
2
年３月末

平成2
2
年６月末

平成2
2
年９月末

平成2
2
年1
2
月末

平成2
3
年３月末

平成2
3
年６月末

平成2
3
年９月末

平成2
3
年1
2
月末

平成2
4
年３月末

貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
た
貸
付
債
権

の
額

う
ち
、
実
行
に
係
る
貸
付
債
権
の
額

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外特第™™号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
十
三
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中

「
教
育
及
び
文
化
の
振
興
、
医
療
の
確
保
、
保
健
衛
生
及
び
社
会
福
祉
の
向
上
、
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備
並
び

に
廃
棄
物
の
処
理
（
次
号
に
お
い
て
「
教
育
及
び
文
化
の
振
興
等
」
と
い
う
。）」
を
「
教
育
及
び
文
化
の
振
興
等
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
で
定
め
る
事
業
又

は
事
務
（
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。）に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
の
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す

る
こ
と
（
参
事
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
教
育
及
び
文
化
の
振
興
、
医
療
の
確
保
、
保
健
衛
生

及
び
社
会
福
祉
の
向
上
、
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
教
育
及

び
文
化
の
振
興
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
十
四
号

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十

六
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府

令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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